「２０１３　魅力あるハルビンの夏」文化祭が開催

６月１０日に「２０１３　魅力あるハルビンの夏」文化祭及び「第３回中国・松花江湿地祭」がハルビン群力音楽広場で盛大に開催された。今回のテーマは「松花江湿地と音楽城を歩く」。

　開幕式に１００名の小学生が１００台のピアノで名曲を披露したり、２００人が琴を演奏したり、同時に１万人の徒歩競技がスタートするなどダイナミックで斬新な開幕式となった。

「ハルビンの夏」祭は６月１０日から１０月１０日まで４ヶ月に渡って開催され、期間中に「第３回中国・ハルビン松花江湿地祭」、「第２４回中国・ハルビン国際経済貿易商談会」、「２０１３　中国・ハルビン国際ビール祭」、「第２回中国・ハルビン秋紅葉祭」が同時開催することになっている。

　「第２４回中国・ハルビン国際経済貿易商談会」は６月１５日から１９日までハルビン会展体育センターで開催される予定で、会場には３０００ブースを設置し、使用面積は１２．８万平方メートルである。現代農業展示区、ハイレベル技術展示区、文化観光産業展示区など１２展示区に区分される。今年はロシア、ドイツなど２８国の４００企業が出展し、タイは今回初めての出展で１００ブースを予約している。韓国は２００ブースを注文し、ロシアからの出展企業も多くなっている。日本からは新潟県、山形県、北海道の企業も出展を予定している。

　「松花江湿地文化観光祭」は自然湿地の鑑賞、松花江の避暑をテーマにして、１５日間の期間をオールサマーに変えた。太陽島、金河湾、浜江湿地などの景色地を主とした１０の観光コースを取り込め、遊覧船で湿地帯を楽しむことができる。

　「２０１３　中国・ハルビン国際ビール祭」は６月２８日から７月１４日まで１７日間続き、国内外の３０以上のビール企業から２００種類の商品が登場する予定である。開催地はハルビン氷雪大世界園地内で、６０万平方メートルのスペースを利用する。去年は６６万人次で１０１６トンのビールが消費された。今年は国内ビールの他、アメリカ、ドイツ、デンマークなどの国々からのビル商品も取り揃えられている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒龍江省ニュース）
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